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 　　  広  報  編  集  委  員  会

「
安
全
就
業
宣
言
」
の
唱
和

で
、
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
標

に
、
会
員
の
す
べ
て
が
安
全

就
業
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
、
一
一
班
の
藤
田

一
男
会
員
よ
り
、
就
業
時
の

心
得
を
発
表
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

「
安
全
就
業
推
進
大
会
」
が

令
和
元
年
度
定
時
総
会

佐
々
木
　
明
　
敏

理
 

事
 

長

副
理
事
長

菊
　
池
　
　
　
攻

　
　
　
役
員
紹
介

理
　
　
事

鈴
　
木
　
英
　
呂

　
五
月
三
十
日
、
Ｊ
Ａ
と
お
の
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会
員

二
一
六
名
（
本
人
出
席
九
十
名
、
委
任
状
出
席
一
二
一
名
、
議
決
権
行
使
書
五
名
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
籍
十
年
以
上
の
会
員
一
三
名
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
代
表
し
て
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班
の
菊
池
健
美
さ
ん
が
授
与
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
定
時
総
会
終
了
後
に
は
、

菊
　
池
　
民
　
彌

理
　
　
事

理
　
　
事

藤
　
田
　
優
　
一

上
　
臺
　
直
　
志

理
　
　
事

佐
々
木
　
ヒ
ロ
子

監
　
　
事

監
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

菊
　
池
　
正
　
司

海
老
子
川
　
秀
一

杉
　
山
　
健
太
郎

高
　
橋
　
　
　
渉

理
　
　
事

山
　
蔭
　
和
　
子

永年、運営にご尽力

いただきありがとう

ございます。

役員の皆様、よろしくお願いします。

会員・役職員一丸となって事業の発展に

努めてまいります。
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視
し
て
し
ま
っ
た
り
、
家
族
か
ら
の
声
を
聞
き
入

れ
て
ほ
し
い
と
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
講
話
や
ビ
デ
オ
鑑
賞

す
る
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

齢
者
の
交
通
安
全
に
対

　
七
月
三
日
（
水
）
交

通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
遠
野
警
察

課
長
を
お
招
き
し
、
高

署
交
通
課
の
菅
原
和
郎

て
の
質
問
に
、
一
時
停
止
や
う
っ
か
り
信
号
を
無

 
五
月
三
十
日
開
催
の
第
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、
各
委
員
会
の
委
員
長
が

決
定
し
、
六
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
、
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

　
四
、
七
月
の
安
全
就
業
月
間
に
あ
わ
せ
た
安
全
点
検
巡
回

　
「
自
ら
の
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
念
頭
に
置
き
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
特
に
も
現
場
リ
ー
ダ
ー
は
、
会
員
証
の
確
認
、
会
員

の
体
調
確
認
、
危
険
箇
所
の
確
認
等
事
故
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
衛
生
管
理
委
員
長
　
藤
　
田
　
優
　
一

　
講
話
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
、
県

内
の
高
齢
者
の
事

故
の
傾
向
に
つ
い

て
話
さ
れ
、
特
に

事
故
発
生
が
多
い
夜
間
に
歩
行
す
る

際
に
は
、
反
射
材
を
活
用
す
る
こ
と

セ
ン
タ
ー
へ
の
移
動
販
売
を
行
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
商
品
を
よ
り
多
く
の

が
効
果
的
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
「
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起

こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
の
体
の

変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
」
と
話

　
運
転
免
許
の
自
主
返
納
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い

　
ま
た
遠
野
市
産
業
ま
つ
り
出
店
の
ほ
か
、
県
内
沿
岸
部
の
シ
ル
バ
ー
人
材

　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
に
開
所
し
た
駅
前
さ
ろ
ん
「
銀
」
は
、
三
年

度
間
の
補
助
事
業
が
終
了
し
、
事
業
運
営
委
員
会
が
解
散
し
た
た
め
、
今
年

度
か
ら
独
自
事
業
推
進
委
員
会
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
を
超
え
た
地

域
交
流
の
場
と
し
て
、
会
員
・
賛
助
会
員
の
農
産
物
や
手
作
り
手
芸
品
等
の

販
売
を
九
名
の
従
事
者
で
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
四
日
に
委
員
会
を
開
き
今
年
度
の
事
業
を
決
め
ま
し
た
。

　
一
、
安
全
就
業
推
進
大
会
の
開
催

　
二
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催

安
全
衛
生
管
理
委
員
会

各

委

員

会

か

ら

の

お

知

ら

せ

独
自
事
業
推
進
委
員
会
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き
、
長
寿
社
会
の
一
助
と
し
て
前
向
き
な
事

業
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
自
事
業
推
進
委
員
長
　
山
　
蔭
　
和
　
子

新田勝子12班（松崎町）

　
当
委
員
会
は
、
会
報
「
ひ
こ
ば
え
」
を
作
成
す
る
役
割
を
担
い
、
紙
面
上

製
作
販
売
は
、
独
自
事
業
の
中
で
最
も
安
定
し

た
事
業
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
々
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂

方
に
ご
購
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
三
年
か
ら
続
い
て
い
る
門
松

の
必
要
な
事
項
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
、
推
進
を
図
り
、
会
員
の
皆
様
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
や
、
会
員
の
情
報
提
供
を
図
る
こ
と
を
任
務

と
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
の
紹
介
等
を
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
回
目
の
紙
面
に

年
度
の
一
回
目
の
主
た
る
掲
載
事
項
は
、
総
会
関
係
、
交
通
安
全
教
室
、
各

　
会
報
「
ひ
こ
ば
え
」
は
年
に
二
回
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

る
予
定
と
も
し
て
お
り
ま
す
。
広
報
編
集
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
か
ら
寄
稿
文
を
お
願
い
す

は
、
救
命
救
急
講
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
産
業
ま
つ
り
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
委
 
 
員
　
佐
々
木
　
ヒ
ロ
子

　
　
 
　
副
委
員
長
　
杉
 
山
 
健
太
郎

　
　
　
　
委
 

員
 

長
　
菊
 
池
 
民
 
彌

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
委
 
 
員
　
菊
　
池
　
秀
　
昌

　
　
　
　
委
 
 
員
　
海
老
子
川
　
秀
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
編
集
委
員
長
　
菊
　
池
　
民
　
彌

会員の声

何か趣味を持つことで、「ボケ防止」になると思い、「大正琴」のサークルに

通って18年になります。

毎週金曜日の午後に市民センターで、練習があり、練習の成果をお披露目する場

として、毎年秋に開催される遠野市民芸術祭への参加のほか、市内の老人ホームな

どに慰問する活動もしています。

通い始めた頃は、35人程度仲間がいましたが、年々会員が減り、現在では20人く

らいになりました。

最初は、楽しく通っていましたが、最近では覚えが悪くなり、

練習の楽しみが苦しみにかわりつつありますが、帰りに仲間の

家に立ち寄り、お茶を飲みながら雑談をするのが何よりも楽し

みで、あっという間に時間が過ぎてしまい、次の金曜日が待ち

遠しいですが、またサークルの仲間に会う日を楽しみに１週間

を過ごしています。

趣味を持つこと、シルバー人材センターの会員として仕事

にいかなければいけないという気持ちのお陰で、健康に生活

できているので、これからも趣味と仲間との楽しい時間、そ

して誰かのために働くことで「生涯現役」を目指します。

広
報
編
集
委
員
会
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藤
　
齋
　
　
　
功

十
二
班

(

松
崎
町

)

 

八
　
幡
　
ミ
　
ヨ

四
　
班

(

新
　
町

)

 

菊
　
池
　
　
　
眺

九
　
班

(
附
馬
牛
町

)

 

松
　
田
　
あ
や
子

五
　
班

(

早
瀬
町

)

十
　
班

(

松
崎
町

)

一
　
班

(

材
木
町

)

一
　
班

(

鴬
崎
町

)

二
十
班

(

宮
守
町

)

十
六
班

(

上
郷
町

)

十
九
班

(

宮
守
町

)

 

立
　
花
　
幸
　
一

 

菊
　
池
　
　
　
玉

 

松
　
原
　
愼
　
吾

十
　
班

(

松
崎
町

)

十
三
班

(

松
崎
町

)

八
　
班

(

小
友
町

)

八
　
班

(

小
友
町

)

四
　
班

(

新
　
町

)

十
五
班

(

青
笹
町

)

十
三
班

(

松
崎
町

)

 

菊
　
池
　
　
　
満

 

鳥
屋
部
　
和
　
男

 

佐
々
木
　
美
代
子

 

鈴
　
木
　
律
　
子

 

上
　
臺
　
直
　
志

 

遊
　
田
　
啓
　
悦

 

菊
　
池
　
政
　
實

 

及
　
川
　
賢
　
吉

 

菊
　
池
　
孝
　
摩

 

阿
　
部
　
も
と
子

 

伊
　
禮
　
秀
　
光

 

浅
　
沼
　
弓
　
子

十
七
班

(

宮
守
町

)

五
　
班

(

早
瀬
町

)

皆さんのご近所に「この

人なら会員にふさわしい」

と思われれる方はおりませ

んか？毎月10日・25日

（土・日・祝日は翌日）の

午後１時30分から入会希望

者のための説明会を行って

おります。（入会するため

には必ず説明会を受講して

頂きます。）

お知り合いに体験談をお

話しいただき「まず、行っ

てみて」の一言で受講勧誘

をお願いいたします。

◆ 会 員 募 集 ◆

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
～
七
月
三
十
一

日
ま
で
入
会
さ
れ
た
方
々
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
敬
称
略
）

今 後 の 予 定
８月29日 入会後６か月経過者講習

９月３日 救命講習

９月19日 運動公園ボランティア

10月12～13日 遠野市産業まつり

11月11日 創立30周年記念事業

駅前さろん「銀」従事会員及び

出品者募集

就業日 ：金・土・日・月・イベント時

就業時間：１０：００～１６：００

少しでも興味のある方は、事務局までご連

絡ください！お待ちしております。

編

集

後

記

遠
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
元
年
六
月
に
産
声
を
あ
げ
、
翌
々

年
三
月
に
は
社
団
法
人
化
を
図
り
順
調

な
ス
タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
て
参
り
ま
し

た
。以

来
、
本
年
度
の
元
号
の
改
正
の
令

和
元
年
度
に
は
偶
然
に
も
、
セ
ン
タ
ー

発
足
三
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
平
成
二
十
五
年
に
は
、
社

団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
、

一
層
の
充
実
し
た
組
織
化
に
努
め
ま
し

た
。こ

う
し
た
こ
と
が
、
会
員
で
あ
る
高

齢
者
の
方
々
が
健
康
で
働
く
意
欲
を

持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
拍
車
を
か
け
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
す
原
動
力
に
繋

が
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
過
去
に
は
、

十
年
目
、
二
十
年
目
と
歴
史
を
重
ね
、

巡
り
合
う
節
々
に
は
、
盛
大
な
る
記
念

の
祝
賀
の
機
会
を
つ
く
り
会
員
同
士
が

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
「
ひ
こ
ば
え
」
第
六
十
四
号

が
発
行
さ
れ
会
員
の
手
も
と
に
届
く
頃

に
は
、
方
向
性
が
定
ま
り
、
会
員
の
期

待
に
添
え
る
三
十
周
年
記
念
の
実
施
に

踏
み
切
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。広

報
編
集
委
員
長

菊

池

民

彌










